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３：ニーチェ

３－１：ニーチェの思想的特徴

３－２：ニヒリズム

３－３：ニヒリズムを超えて

３－４：評価と批判

1.ニヒリズム（Nihilismus）

2.『ツァラトゥストラ』(1883 ～92) 、遺稿集『力への意志』(1906)

断片性 → 体系的理解？

3.「ヨ－ロッパ的なニヒリズム」（ ）Der europäische Nihilismus
ニヒリズム・近代ヨ－ロッパの根本的な危機－歴史意識・世俗化

4.ニヒリズムの発展過程

1)実践的理論的なニヒリズム：人間の目的の喪失、世界の統一性の喪失→人間の自己否

定・生否定

2)背後世界・真実な世界という虚構の措定＝宗教：第一のニヒリズムに対して生存を保

持させる対抗手段・プラトニズムと結合したキリスト教的世界観とそのモラル

3)近代の世俗化＝キリスト教的世界観とそのモラルのが破綻・形而上学的な世界への懐

疑→高次のニヒリズム＝神は死んだ（Gott ist todt 『悦ばしき知恵』）

4)ニ－チェ：ニヒリズムを徹底化によるニヒリズムを克服、自覚的ニヒリズム

5.キリスト教批判：a)キリスト教＝現実世界を越えた神の国・天国の約束＝現実否定・現

実逃避→覆面した無自覚のニヒリズム cf.デモクラシ－、社会主義、科学

b)キリスト教＝強者にたいする弱者の自己保存、反抗、ルサンチマン、

「同情、共苦」 （Mitleiden ）のモラル

6.生の肯定と生の否定 → シュヴァイツァーの「生への畏敬」（『文化と倫理』）

生の肯定と共感

7.新しい価値を創造、自己＝運命( ego fatum ) 、運命愛（amor fati ）、 永遠回帰（die ewige

Wiederkehr des Gleichen ）、生の肯定→「無限の反復」は意欲する。超越の答えのない

ことに耐えつつ、ルサンチマンを抱かずに、この世界と人生（運命）の一切を「そうあ

ることを私は欲したのだ」

8.精神の三様の変化（駱駝→獅子→小児）

9.力への意志（Der Wille zur Macht ）としての生の肯定＝英雄的貴族的ヒュ－マニズム

超人

10.評価と批判

①最高価値としての神の死＝歴史の運命

②キリスト教理解の一面性

③哲学者の神とキリスト教信仰の神

④生の肯定か弱者への愛・共感か

⑤超人・永遠回帰という宗教
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